
予子林自治センター完成
5奄悲恋彊靭1[3~宅~<g切包底症患隠宅む涯鈎包2ク
ø=n~忘却弘司?周@固医談窓韮脳連蹟調印
怠造邸笹田Gク宅臼怠銭箱殻政!8Qク色
~@芯哀払匹目盟組凶@!ä:践克む定王道路定自
窃忍~Qク創迎B底豆~~~盟問輸政=かlTh
納豆窃@邸盟主主主~銭釜ヨ。田区民主ヨoW
問。ε底定嗣トイGク'0~邸主調S邸宅ω8す。
~意羽三陸泡2ク少=夜遅王道ま泌《。 ε遥持主3

闇~fJliID司33sa8儲羽謹ま美鷺悶思惑磁~~臼
~~写室持Gク色自民匂b側主活包2ク歩=腿踏ま狛
<g。寝室3取滋笈迦TIl!!Nザ<g0'8>官邸gす。
mゆ鈍病悲恋箆涯駒田閥単孟母馴沼

æ~Qク官@在記邸底底溜00す。

t園陸開国
平成17年10月1日(土)

大災害に強いまちづくり……………… P2~3

1年 6月定例市議会 ……………………… P4~5

*"長浜都市計画 ………………………… P7~12

大ガ、んばれ!インターハイ ……………… P14

発行/大洲市役所編集/総務課
干795-8601 大洲市大;1'N690-1 ft 24-2111 



広報おおず 2∞58月号

災害lこ強いまちづくり

浸水到達時間図等作成
市では、平成16年の度重なる台風による水

害を教訓に、今回、大洲市洪水避難地図を新

たに作成し、市内各戸に配布しました。

新しい大洲市洪水避難地図は、大洲地区版、

長浜地区版、肱川 ・河辺地区版の 3枚で構成

されています。また、洪水避難地図は、表面

の「堤防の決壊による浸水予想図(その 1) J 

と裏面の「越流による浸水到達時間図(その

2) Jからなり、地図の見方については、記

載のとおりです。

いざというときにどのような行動をとれば

よいか、ご家庭や地域などで普段から充分に

話し合い、この洪水避難地図を正しく理解し、

活用してください。

骨

浸水到達時間図の見方
浸水到達時間図は、 地区をブロッ

クに分け、ブロック内での浸水の到

達時間を 1時間単位に色分けで表

~ ~ 

----
4・・・・・・・・・........1

a・-.・ /

凡例で示す、 -の区域 (0時間以上~ 1 いく ようすがわかります。

時間未満)がブロック内で最初に浸水する と このように浸水がひろがった場合、どの段

ころになり ます。 階で避難すればよいか、また、どの避難場所

そこから凡例の色の順に浸水がひろがって に行けばよいか確認してください。

|-一、---"1浸水到達時間ブロソク界1
ブロック聞の浸水開始時間差

大洲Aブロック I 0時間後

矧 IBブロック I 1時間後

大洲Cブロ ック I 0時間後

大洲Dブロ ック

大洲Eブロック

2時間後

1時間後

• 

また、 ブロック聞の浸水開始時間差を記載し

ておりますので、 他地区との浸水の開始時間の

差を確認する ことができます。

大洲市内で一番最初に浸水するところは、大

洲地区の大洲Cブロックの - 色のところに

なります。この最初の - 色のところが基準

となり、 他のブロックの - 色のと ころとの ~Tn '1 
時間の差が各ブロック聞の浸水開始時間差とな υ". '-' 

ります。

※大洲市洪水避難地図(洪水ハザー ドマップ)は、市役所や各支所のロビー、公民館等にも準備し

ており ますので、ご利用ください。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

2ーー一一



広帽おおず 2∞58月号

災害lこ強いまちづくり

表面(その1)

堤防が決壊したときのようす

この地図では主に、肱川の堤防が決壊した場合の最

大浸水範囲、浸水深と避難場所を中心にご確認くださ

しh。

①まず、現在お住まいの場所、勤務先等を地図でご確

認ください。

②その場所が浸水予想範囲にある場合はどの程度の浸

水深になるかを確認してください。

③地区ごとに指定されている避難場所または最寄りの

避難場所を確認し、合わせて、避難場所までの経路

について途中に土砂災害危険箇所等が無いかなど、

安全に避難できる経路を確認してください。

④避難は浸水する前に行うのが原則です。 市から避難

勧告、避難指示が出ていなくても危険を感じた場合

には自主的に避難をするようにしてください。

裏面 (その2)

越流による浸水到達時間のようす

この地図では主に、どこから浸水が始まり、どのよ

うな速さでひろがっていくかなどについてご確認くだ

さい。

①まず、現在お住まいの場所、勤務先等を地図でご確

認ください。

②そのブロック内で、最初に浸水が始まる区域(赤色

の区域)を確認してください。

③浸水がひろがる速さ、ひろがる方向についてご確認

ください。

④浸水がひろがった場合、どの段階で避難すればよい

か、また、どの避難場所に行けばよいかを確認して

ください。

⑤万が一、堤防が決壊した場合には決壊した地点から

急激に浸水がひろがりますので、この地図で示す浸

水到達時間とは一致しません。十分に注意してくだ

さい。

地図を見る上での注意点
①その lの図面は、概ね100年に 1回程度の確率で起こり

うる降雨で、肱川の堤防がいろいろな箇所で越水、 決壊

した場合の最大浸水範囲、浸水深を重ね合わせたもので

す。

②その 2の図面は、地区をブロックに分け、その 1と同じ

降雨の想定で堤防が決壊せずに堤防からの越流のみで浸

主」主畳金の浸水到達時間を色分けにより表現したもの

です。

③この地図(その 1、その 2)で示す浸水範囲及び浸水深

は、想定を超える大雨、局地的に降る大雨、支川のはん

濫は考慮されていませんので浸水予想区域以外でも浸水

したり、浸水深以上に浸水する危険性は十分にあります。

④浸水時の避難について、ご家族やご近所の方と十分に話

し合い、ご、家族全員が揃っていない場合や、援助が必要

な方への支援などいろいろな状況を想定し、もしもの時

のために備えてください。

旧大洲市民の皆さんへのお知らせ

| 水防サイレン信号の変更について l 
変更前 変更後

3.8m 3.8m 

約5.2m c::: p約4.8m

約5.8m 仁三P約6.8m

8.5m 8.5m 

一一一 3

サイレン信号

約5秒 約5秒 約5秒
0-休止-0-休止-0

約15秒 約15秒

約5秒 約 5秒 約5秒
0-休止-0一休止-0

約6秒 約6秒

約10秒 約10秒 約10秒
0-休止-0-休止-0

約5秒 約5秒

約 l分 約 l分 約 1分
0-休止-0-休止-0

約5秒 約5秒

予想される浸水の様子

肱川の水位が警戒水位を
越えて引き続き上昇して
います。

低い土地にお住まいの方
は浸水する恐れがありま
す。

平成16年 8月洪水のとき
に浸水した地区などは浸
水する恐れがあります。

堤防が決壊する恐れがあ
ります。

水防法の改正等により、

水防サイレン信号の吹鳴

基準を 8月 1日から左の

ように変更しますので、

十分にご注意ください。



広相おおず 2∞58月号

6月定例市議会

Ef#{" ，rllJ方Zf•• 
新大洲市の均衡ある発展を図るために

大洲市議会 6月定例市議会は、 6月 7日から29日までの23日間で聞かれまし

た。予算関係14件、条例関係 5件、人事案件 1件、その他 8件の計28議案が原

案のとおり可決、承認されました。また、農業委員 4名が推薦され、陳情22件

が審議されました。

市
長
の
議
案
提
案
内
容
(
要
旨
)

「合
併
し
て
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る

大
洲
市
を
築
く
た
め
に

県
内
で
の
市
町
村
合
併
も
進
み
、

川
市
町
村
あ

っ
た
自
治
体
は
、
日
市

9
町
の
却
自
治
体
に
再
編
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
地
域
の
問
題
を
抱
え
な
が
ら

地
方
分
権
に
ふ
さ
わ
し
い
自
治
体
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
き
び
し
い
財
政

状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
「
き

ら
め
き
創
造
大
洲
み
と
め
あ
い
、

さ
さ
え
あ
う
、
肱
川
流
域
都
市
|
」

を
目
指
し
、
住
民
と
行
政
が
力
を
合

わ
せ
、
美
し
い
自
然
環
境
の
中
で
暮

ら
し
、
心
豊
か
な
生
活
が
で
き
る
新

市
の
創
造
を
計
っ
て
い
き
ま
す
。

国
が
行
っ
て
い
る
三
位
一
体
改
革

は
、
着
実
に
実
行
さ
れ
、
昨
年
度
の

地
方
交
付
税
枠
は
、
確
保
し
た
と
い

い
な
が
ら
も
厳
し
い
財
政
環
境
の
中

に
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
な
く
、
今
後

ま
す
ま
す
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取

り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
同
年
度
一
般
会
計
の
決
算
状

況
に
つ
い
て
は
、
財
政
調
整
基
金
な

ど
の
取
り
崩
し
に
よ
る
財
源
確
保
を

行
い
、
黒
字
決
算
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
特
別
会
計
や
企
業

会
計
も
一
部
を
除
い
て
は
黒
字
決
算

と
な
っ
た
こ
と
を
ご
報
告
し
ま
す
。

よ
り
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
推
進

厳
し
い
行
財
政
環
境
の
中
で
多
様

な
ニ

l
ズ
に
対
応
し
な
が
ら
、
真
に

実
効
性
の
あ
る
行
財
政
改
革
に
取
り

組
む
体
制
を
整
え
て
き
ま
し
た
が
、

職
員
定
数
や
事
務
事
業
の
見
直
し
な

ど
効
率
的
な
行
財
政
改
革
に
向
け
た

「
新
大
洲
市
行
財
政
改
革
大
綱
」
を

策
定
し
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
下
で
の
真
に
必
要
な

保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

「
保
育
問
題
検
討
委
員
会
」
を
設

置
し
、
保
育
所
の
民
営
化
や
鹿
統
合
、

運
営
の
効
率
化
な
ど
を
総
合
的
に
検

討
し
、
多
様
化
す
る
保
育
ニ

l
ズ
に

対
応
し
、
効
率
的
な
保
育
所
運
営
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

環
境
保
全
や
食
糧
の
安
定
供
給
な
ど
の

多
面
的
な
機
能
の
発
揮

中
山
間
地
域
に
お
け
る
耕
作
放
棄

地
の
発
生
防
止
と
農
地
の
多
面
的
機

能
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
制
度
を
平

成
幻
年
ま
で
継
続
し
ま
す
。

林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
森
林

の
有
す
る
多
面
的
機
能
を
発
揮
す
る

た
め
、
森
林
所
有
者
な
ど
に
よ
る
地

域
活
動
に
対
し
て
森
林
整
備
地
域
活

動
支
援
交
付
金
を
市
内
部
団
地
、
約

2
，
3
9
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
対
象
に

交
付
し
ま
す
。

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
旧
長
浜
町

で
の
事
業
を
継
続
し
、
漁
港
や
漁
礁

な
ど
を
整
備
し
、
生
産
性
の
向
上
と

漁
業
経
営
の
安
定
を
図
り
ま
す
。

&ゆ公e也、 務 費

0行政改革大綱および実施計画の策定など行政改革を推進

します。 373万円

0男女共同参画推進条例に基づいた男女共同参画基本計画

を策定します。 258万円

0水族館や海水浴場などの浜辺空間のあり方を調査研究する

ために、ながはま水族館等海浜構想、検討班を設置します。

30万円

0松久保集会所(上須戒)を建設します。 1，218万円

OJR凹淵踏み切り(白滝)改修工事を支援します。 600万円

0大洲高等学校肱川分校の教育普及振興のために支援を行

い、生徒たちへの教育環境の整備を図ります。 130万円

0旧4市町村の区域に地域審議会を設置します。 102万円

民 生 費

0多様化する保育ニーズや効果的保育所運営を目指して、

大洲市保育問題検討委員会を設置します。 27万円

農林水産業費

0中山間地域等直接支払交付金を継続し、中山間地域にお

ける耕作放棄地の発生防止と農地の多面的機能の維持向

上を図ります。 9，458万円

0農家の農業用廃プラスチックの適正処理を行い、地区温

暖化防止や自然、生活環境の保全に努めます。 150万円

0みかん害虫の防除対策を支援します。 370万円

0椎茸生産の振興を図るために種駒代やイベント開催の支

援をします。 1，573万円

商 工 費

0新谷商工会と常磐町下商庖街の街路灯整備を支援します。

786万円

0肱南地区再整備として思ひ出倉庫や周辺を「昭和の暮ら

しと文化体験ゾーン」として、倉庫の改修や出広ブース

などの整備をします。 2億4千万円

0赤煉瓦館で「なつかしのシネマコレクション」や「引き

札展jなどを開催します。 252万円

4一一一一



広幅おおず 2∞58月号

6月定例市議会

肱
南
地
区
に

「昭
和
の
暮
ら
し
と

文
化
体
験
ゾ
ー
ン
」
を
整
備

昨
年
度
、
旧
油
屋
跡
地
を
「
肱
南

憩
い
の
里
」
と
し
て
整
備
し
、
大
洲

城
や
肱
川
を
展
望
し
な
が
ら
飲
食
や

休
憩
の
で
き
る
施
設
が
完
成
し
ま
し

た
が
、
思
ひ
出
倉
庫
と
ポ
コ
ペ
ン

横
丁
と
し
て
活
用
し
て
い
る
区
域

を
「
昭
和
の
暮
ら
し
と
文
化
体
験
ゾ

ー
ン
」
と
し
て
再
整
備
し
、

大
洲
城

天
守
閣
な
ど
か
ら
の
周
遊
を
促
し
ま

す
。

南
予
の
中
核
都
市
を
目
指
す
本
市
の

骨
格
と
な
る
基
盤

四
国
縦
貫
自
動
車
道
の
ア
ク
セ
ス

道
路
と
な
る
市
道
大
洲
徳
森
線
、
東

大
洲
口
号
線
を
整
備
し
ま
す
。

東
大
洲
地
区
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
場
を
提
供
し
な
が
ら
、
内
水
に

よ
る
浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め

貯
留
施
設
の
機
能
を
併
せ
持
っ
た
、

都
市
公
園
「
ふ
れ
あ
い
パ

l
ク
」
を

整
備
し
ま
す
。

土
地
開
発
公
社
経
営
健
全
化
計
画
を

策
定土

地
開
発
公
社
な
ど
の
保
有
地
の

問
題
は
、
全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
国
に
お
い
て
も
支
援
制
度

を
創
設
し
て
い
ま
す
が
、
市
が
「
土

地
開
発
公
社
経
営
健
全
化
計
画
」
を

策
定
し
、
県
知
事
の
了
承
で
「
土
地

開
発
公
社
健
全
化
団
体
」
に
指
定
さ

れ
ま
す
。
阿
蔵
高
山
用
地
に
つ
い
て

は
、
こ
の
支
援
制
度
を
利
用
し
て
、

市
が
全
て
買
い
取
る
こ
と
に
よ
り、

簿
価
の
上
昇
を
抑
え
、
土
地
利
用
を

段
階
的
に
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

市
議
会
早
期
解
散
を
求
め
る
陳
情
書

の
採
決
に
つ
い
て

市
議
会
の
早
期
解
散
を
求
め
る
陳

情
書
幻
件
が
市
議
会
に
提
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
出
席
議
員
に
よ
る
記

名
投
票
の
結
果
、
賛
成
ロ
票
に
対
し

て
反
対
幻
票
で
議
員
在
任
特
例
検
討

特
別
委
員
会
の
報
告
の
と
お
り
継
続

審
査
と
決
定
し
ま
し
た
。

市
議
会
解
散
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て

市
議
会
の
早
期
解
散
を
求
め
る
議

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
理
由
説
明
や
討
論
を
経
て
、

出
席
議
員
に
よ
る
記
名
投
票
の
結

果
、
賛
成
お
票
に
対
し
て
反
対
叩
票
、

棄
権

1
票
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
概
要

一
般
会
計
補
正
予
算
の
補
正
額
は

M
億

7
，

3
3
6
万
2
千
円
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
本
年
度
の
予
算
総
額

は、

2
4
6
億

7
，
3
3
6
万
2
千

円
で
前
年
度
同
時
期
比

6
%減
と
な

っ
て
い
ま
す
。

(
対
比
す
る
前
年
度

予
算
額
は
合
併
前
の

4
市
町
村
の
同

期
予
算
合
算
額
で
す
。
)

人
事
案
件

人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、
議
会
の

同
意
を
受
け
た
人
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
(
敬
称
略
)

人
権
擁
護
委
員

谷

本

京

子

(
平
野
)
新
任

(
夏
の
軽
装
)

女
ク

l
ル
・
ビ
ズ

採
用

大
洲
市
議
会
に
お
い
て
も
地
球
温

暖
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
冷
房
温

度
を
お
度
と
し
、
本
会
議
や
委
員
会

な
ど
の
席
上
で
も
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
や

ノ
1
上
着
な
ど
の
軽
装
で
出
席
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

土 木 費

0東大洲に「ふれあいパークJを整備します。

3億8，155万円

0園路整備や休憩所建設など城山公園を整備します。

2億4，316万円

0稲荷山公圏内の園路を整備します。 1，100万円

0上老松地区の土地区画整備事業を推進します。

6，537万円

0市内15カ所のがけくずれ防災対策を行います。

1億584万円

0辺地や過疎地の道路を整備します。 6億3，940万円

0市道東大洲11号線と大洲徳森線の整備をします。

9，310万円

衛 生 費

0長田地区(柳沢)と戒小屋地区(田処)で行う簡易飲料

水施設整備事業に補助金を追加します。 695万円

を

j南 防 費

0肱川方面隊消防団員訓練服を基準訓練服に統一整備します。

211万円

0正山分団の消防ポンプ積載車を更新します。 490万円

0災害避難所の標識を設置します。 283万円

教 育 費

0肱川支所教育課に英語指導助手を配置します。 323万円

0小学校や中学校の校舎施設の改修工事をします。

6，000万円

Oスクールパス「あらまじ号Jを更新します。 550万円

0科学体験フェスティパル、市民音楽祭、日本藤樹会全

国研修会大洲大会などのイベント開催を支援します。
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広細おおぜ 2∞58月号

受賞者の紹介

f
お
め
で
と
う
ご
、
さ
い
ま
ず

功
績
が
高
く
、
評
価
さ
れ
た
団
体
を
紹
介
し
ま
す
。

皆
さ
ん
ご
存
知
で
す
か
?

叩
月
1
日
出
に
、
全
国
一
斉
に
国
勢
調
査
を
行
い
ま
す
。

調
査
票
記
入
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
圏
第
調
査
っ
て
何
?

国
勢
調
査
は
、
「
統
計
法
」
と
い

新
谷
公
益
会
は
、

1
8
0
年
以
上

・
う
法
律
に
基
づ
き
、
人
口
と
世
帯
に

・
関
す
る
最
も
基
本
的
な
事
項
に
つ
い

の
歴
史
を
持
つ

旧
村
有
林
を
継
承

・・
て
調
査
を
行
う
も
の
で
す
。
調
査
の

し
、
地
域
貢
献
を
目
的
と
し
て
昭
日

一
対
象
は
、
日
本
に
ふ
だ
ん
住
ん
で
い

幻
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、

一
る
す
べ
て
の
人
で
す
(
外
国
の
方
も

所
有
山
林
に
お
け
る
間
伐
等
の
森
林

一
含
ま
れ
ま
す
)
。

整
備
を
は
じ
め
、
大
洲
城
天
守
閣
建

・

調
査
結
果
は
、
行
政
の
基
礎
資
料

築
用
材
の
寄
付
、
帝
京
第
五
高
校
敷

・
と
し
て
、
少
子
高
齢
社
会
へ
の
取
組

・
み
や
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に

地
の
無
償
提
供
、
小

・
中
学
校
、
公

一
し
か
さ
れ
ま
す
。

民
館
等
の
教
育
施
設
の
整
備
支
援
主f

・
ど
の
よ
う
に
調
べ
る
の
?

ど、

地
域
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し

一

9
月
下
旬
か
ら
国
勢
調
査
員
が
各

て
い
ま
す
。

一
世
帯
を
訪
問
し
調
査
票
を
配
布
し
ま

山山

新
谷
公
益
会

誠中

第
幻
回
公
有
林
野
四
園
地
区
連
絡

山

協
議
会
(
三
好
幹
二
会
長
)
が
6
月
9

漫

日
閥
、
メ
ル
バ
ル
ク
松
山
で
開
催
さ

牢

れ、

四
国
の
県
、
市
町
、
団
体
関
係

レ
者
な
ど
約
叩
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

さ

会
合
で
は
、
公
有
林
の
模
範
的
経

僻

営
に
よ
り
地
方
自
治
の
発
展
と
地
域

高

林
業
の
振
興
に
寄
与
し
た

4
団
体
が

事
表
彰
さ
れ
、
愛
媛
県
で
は
側
新
谷
公

鯉

益
会
の
山
中
誠
理
事
長
へ

三
好
会
長

代

か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

表
量包，

彰

長
浜
保
育
所
ζ
じ
か
ク
ラ
ブ

第
叫
回
交
通
安
全
県
民
大
会
が
6

月
2
日
閥
、
愛
媛
県
県
民
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日山

長
浜
保
育
所
こ
じ
か
ク
ラ
ブ
で

W

は
、
全
国
交
通
安
全
期
間
中
に
行
わ

仰

れ
る
交
通
安
全
啓
発
パ
レ
ー
ド
を
は

閉

じ
め
、
街
頭
指
導
や
交
通
安
全
教
室

4
な
ど
の
啓
発
活
動
を

1
年
開
通
し
て

長

積
極
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

ム一品

ま
た
、
児
童
と
保
護
者
が
一
緒
に
な

り
保
育
所
前
の
国
道
を
利
用
し
た
信

号
機
や
標
識
の
見
方
、
横
断
歩
道
の

渡
り
方
な
ど
を
学
ぶ
実
践
的
な
交
通

安
全
教
育
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰

.長浜保育所前での親子交通安全教室

「花火による火災の防止J
夏に芯り、花火の季節になりまし走。

家庭で気軽に楽しめる花火芭正し<取り扱わないと

火災になつだり、やけどをしだりするなどの事政につ

ながることがあります。家庭で気軽に楽しめる「おち

ちゃ花火jであってt、だかが花火と思わず、花火を

安全に楽しむだめ、必ず次のことに注意しましょう。

す
の
で
、
世
帯
で
調
査
票
に
記
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

記
入
済
み
の
調
査
票
は
、

叩
月
上

旬
に
国
勢
調
査
員
が
再
度
訪
問
し
回

収
し
ま
す
。

ど
こ
で
調
査
票
を
記
入
す
る
の
?

国
勢
調
査
は
、
住
民
登
録
と
は
関

係
な
く
、

日
月
1
日
現
在
、
そ
の
人

が
3
カ
月
以
上
住
ん
で
い
る
か
、
住

む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
場
所
で
調
査

票
を
記
入
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
電
算
課
情
報
統
計
係

包

@
2
1
1
1

(内
線
3
7
2
)

燃えやすいものがない安全な場所を選ぶ!

風の強い乾燥した日などには花火をしない!

子どもだけでは花火をしない!

花火に書いてある注意事項を必ず読む!

水の入ったバケツなどを用意

1

2

3

4

5

 

花火1:安主忽

場所在還，1i!
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広領~~ザ 2∞58月号

長浜都市計画 用途地域と特別用途地区の素案説明会・公聴会

長浜都市計画※注1

「用途地域と特別用途地区を決定する
素案jがまとまりました

f説明会・公聴会jにご参加ください

今
年
1
月
刊
日
の
市
町
村
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
新
大
洲
市
に
は
、
現
在
、
「
大

洲
都
市
計
画
区
域
主
2

」
と

「長
浜
都
市
計
画
区
域
」
の

2
つ
の
都
市
計
画
区
域
が

存
在
し
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

「長
浜
都
市
計
画
区
域
」
に
つ
い
て
は
、

旧
長
浜
町
が

平
成

M
年
の
建
築
基
準
法
の
改
正
と
平
成
時
年
の
旧
長
浜
町
制
刑
制
岡
司
利
剣
川

升
到
刈
※注3
の
策
定
を
機
に
進
め
て
き
た

「用
途
地
域
」
と
「
特
別
用
途
地
区
(
特

別
工
業
地
区
)
」
の
決
定
に
係
る
作
業
を
、
合
併
後
も
引
き
続
き
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
そ
の
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
内
容
に
つ
い
て
の
「
説
明
会
」

と
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
き
す
る
た
め
の
「
公
聴
会
」
を
次
の
と
お
り
開
催
い

た
し
ま
す
。
都
市
計
画
は
、
市
民
生
活
と
密
接
に
関
係
し
て
お
り
、
重
要
な
も
の

で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
、
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

説明会・公聴会日程表

---------、
日 時 場所

説明会
8月30日(火)

大洲市長浜体育館

午後 7時~
2階大ホール

(大洲市長浜甲489 1 ) 

公聴会
9月16日(金)

大洲市長浜体育館

午後 7時~
2階大ホール

(大洲市長浜甲489-1 ) 

O
説
明
会
に
つ
い
て

説
明
会
に
出
席
さ
れ
る
人
は
当

日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

O
公
聴
会
に
つ
い
て

公
述
人
・
・

公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
る
人
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

二
公
述
人
の
資
格
:
・

公
述
人
は
、
大
洲
市
の
住
民
お

よ
び
利
害
関
係
者
に
限
り
ま
す
。

三
公
述
の
申
出
方
法
:
・

下
記
様
式
の
「
公
述
申
出
書」

を

「干
7
9
5
1
8
6
0
1

大

洲
市
大
洲
6
9
0
1
1

大
洲
市

役
所
建
設
農
林
部
都
市
整
備
課
」

宛
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

四
公
述
申
出
期
間
・:

9
月
9
日
(
金
)
ま
で
(
必
着
)

と
し
ま
す
。

公述申出書

公
述
人
の
選
定
・
・
.

公
述
の
申
し
出
が
多
数
の
場
合

や
同
じ
趣
旨
の
意
見
が
多
数
あ
る

場
合
は
、
公
述
時
間
を
制
限
し
た

り
、
公
述
人
を
選
定
し
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

な
お
、
公
述
人
の
選
定
結
果
は

ご
本
人
へ
通
知
し
ま
す
。

六
そ
の
他
・
:

公
聴
会
の
傍
聴
は
自
由
で
す
。

傍
聴
さ
れ
る
方
は
、
当
日
、
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い。

た
だ

し
公
述
申
出
期
間
に
申
し
出
が
な

州
司
出
場
創
削

1
d岡
創
州
開
倒

を
中
止
し
ま
す
の
で
後
記
の
お
問

い
合
わ
せ
先
に
ご
確
認
の
う
え
、

ご
来
場
く
だ
さ
い

五

長浜都市計画の用途地域(または特別用途地区)

に係る都市計画の素案に対して、次のとおり意見

を述べたいので申 し出ます。

殿大森隆雄

@ 

日

大洲市長

月年

1 .公述申出人

住所 干

フリガナ

氏 名

連絡先

平成

「別紙」作成上の注意事項

(電話

(1)400字詰原稿用紙1枚以内に意見の要旨 (2"-'3行)

及びその理由を区分して記載してください。

(2)楢書で自筆し、横書きとしてください。

2. 意見の要旨およびその理由

「別紙」のとおり
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広暢おおず

用途地域と特別用途地区の素案説明会・公聴会

2∞58月号

長浜都市計画

匡周
つ種

荷詩豊
で
. 圃圃噌

か特
? 居別目
用
途
地

{
1
)

「
用
途
地
蛾
』
と
「
特
別
用
途
地
区
』
の
概
要

「
用
途
地
域
」
と
は
、
良
好
な
市
街
地
環
境
の
形
成
や
、
住
宅
・
商
業
・
工

業
地
な
ど
の
適
正
な
配
置
に
よ
る
機
能
的
な
都
市
活
動
の
確
保
を
目
的
と
し

て
、
建
築
物
の
用
途
、
大
き
さ
な
ど
を
規
制
・
誘
導
す
る
制
度
で
、
そ
の
種

類
は
ロ
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
(
図
1
参
照
)

ま
た
、
「
特
別
用
途
地
区
」
と
は
、
基
本
と
な
る
用
途
を
補
い
、
地
域
の
特

性
を
い
か
し
な
が
ら
、
特
別
の
目
的
か
ら
特
定
の
用
途
の
利
便
の
増
進
又
は

環
境
の
保
護
な
ど
を
図
る
た
め
に
定
め
る
制
度
で
、
条
例
に
よ

っ
て
基
本
と

な
る
用
途
地
域
の
制
限
の
強
化
を
行
い
ま
す
。

(
2
)
用
途
地
織
の
決
定
に
伴
う
制
限

①
用
途
の
制
限

用
途
地
域
内
で
は
、
住
居
の
環
境
の
保
護
や
、
商
業
・
工
業
な
ど
の
業
務

の
利
便
の
増
進
を
図
る
た
め
、
用
途
地
域
の
種
類
に
応
じ
て
、
建
築
物
の
用

途
の
制
限
が
行
わ
れ
ま
す
。
(
表
l
参
照
)

な
お
、
用
途
地
域
の
決
定
以
後
、
既
存
不
適
格
と
な
る
建
築
物
(
用
途
地

域
の
決
定
時
、
既
に
建
築
さ
れ
て
い
た
建
築
物
の
う
ち
、
こ
の
都
市
計
画
の

規
制
に
適
合
し
な
い
建
築
物
。
)
に
つ
い
て
は
、
緩
和
措
置
が
あ
り
ま
す
。
(建

て
替
え
の
義
務
な
ど
は
生
じ
ま
せ
ん
。
)

②
容
積
率
・
建
ぺ
い
率
の
制
限

今
回
、
用
途
地
域
の
決
定
を
行
お
う
と
す
る
区
域
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
も

容
積
率
(
建
築
物
の
延
べ
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
)
と
建
ぺ
い
率

(
建
築
物
の
建
築
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
)
の
制
限
は
あ
り
ま
し
た

が
、
地
域
の
特
性
等
に
応
じ
て
、
新
た
な
容
積
率
と
建
ぺ
い
率
の
最
高
限
度

を
定
め
ま
す
。
(
図
2
参
照
)

③
高
さ
制
限

今
回
、
用
途
地
域
の
決
定
を
行
お
う
と
す
る
区
域
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
も

採
光
、
通
風
、
開
放
性
な
ど
を
確
保
す
る
た
め
に
、
建
築
物
の
高
さ
制
限
が

あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
用
途
地
域
に
応
じ
て
、
建
築
物
の
高
さ
制
限
を
定

め
ま
す
。

(
3
)
特
別
用
途
地
区
の
決
定
に
伴
う
制
限

①
用
途
の
制
限

今
回
、
特
別
用
途
地
区
(
特
別
工
業
地
区
)
の
決
定

を
行
お
う
と
す
る
区
域
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
行
政
指

導
に
よ
り
住
宅
及
び
兼
用
住
宅
等
の
建
築
を
制
限
し

て
き
ま
し
た
が
、
特
別
用
途
地
区
の
決
定
以
後
、
建
築

B一一一

基
準
法
に
基
づ
く
制
限
(
工
業
地
域
内
に
建
築
し
て
は

な
ら
な
い
建
築
物
)
に
加
え
、
住
宅
及
び
兼
用
住
宅
等

の
建
築
が
、
引
き
続
き
制
限
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
管

理
人
室
に
つ
い
て
は
、

一
定
規
模
ま
で
は
建
築
が
可
能

で
す
。

12種類の用途地域のイメージ図画E



広報おおず 2∞58月号

長浜都市計画 用途地域と特別用途地区の素案説明会・公聴会

各用途地域における住居の環境の保護や、商業・工業などの業務の利便の増進を図るために、建築することができる

建築物の用途については、次のような制限が行われます。

用途地域による建築物の用途制限の概要望E

考備

工
業
専
用
地
域

O
工
業
地
域

準
住
居
地
域

第
二
種
住
居
地
域

O
第
一
種
住
居
地
域

第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

第
一

種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域

第

一
種
低
層
住
居
専
用
地
域

用途地域内の建築物の用途制限

・建てられる用途

口建てられない用途

①、②、③、④、ム面積、階数等の制限あり

150rri以下

非住宅部分の用途制限あり

① 日用品販売底舗、喫茶底、理髪庖及び建具
屋等のサービス業用庖舗のみ。 2階以下。

② ①に加えて、物品販売庖舗、飲食底、損保
代理庖・銀行の支庖・宅地建物取引業等のサ
ービス業用庖舗のみ。 2階以下。

2階以下。
物品販売庖舗、飲食庖を除く。

2階以下

自動車修理工場

火薬、石油類、ガ
などの危険物の
蔵・処理の量

2階以下1.500rri以下
3.000rri以下

注)本表は、建築基準法別表第二の概要であり、すべての制限について掲載したものではありません。

注)本表中、用途地域の種類にO印の付いているものが、今回、長浜都市計画区域で決定を見込んでいる用途地域です。
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広帽おおぜ 2∞58月号

用途地域と特別用途地区の素案説明会・公聴会

2 

長
浜
都
市
計
画
『
用

途
地
域
と
特
別
用
途

地
区
の
決
定
」
素
案

①
長
浜
都
市
計
画
「
用
途
地
域
の
決
定
」
の
目

h
叶
d

長浜都市計画

肱
川
河
口
の
両
岸
に
広
が
る
長
浜
既
成
市
街

地
は
、
古
く
か
ら
木
材
な
ど
の
舟
運
・
海
運
に

よ
っ
て
聞
か
れ
た
港
町
で
、
今
も
昔
な
が
ら
の

商
業
・
工
業
・
住
宅
地
が
混
在
し
た
市
街
地
が

形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
釘
年
と
平

成
元
年
に
そ
れ
ぞ
れ
竣
工
し
た
晴
海
・
拓
海
工

業
団
地
で
は
、
現
在
日
数
社
の
企
業
な
ど
に
よ

る
産
業
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、
産
業
地
と
し

て
の
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
一
方
、
長
浜
港

整
備
に
よ
る
港
湾
機
能
の
拡
充
が
図
ら
れ
、
将

来
的
な
基
盤
整
備
と
併
せ
た
港
湾
周
辺
部
の
都

市
機
能
の
施
設
整
備
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
凶
年
の
建
築
基
準
法
の
改

正
と
平
成
日
年
の
旧
長
浜
町
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
策
定
を
機
に
進
め
て
き
ま
し
た

「
用
途
地
域
」
を
決
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
既

成
市
街
地
の
用
途
の
混
在
を
解
消
し
、
計
画
的

な
土
地
利
用
の
誘
導
を
図
る
な
ど
、
良
好
な
都

市
環
境
の
形
成
に
向
け
、
将
来
都
市
像
を
構
築

し
て
い
く
も
の
で
す
。

第一種住居地域(18 ha) ⑧

⑫

 

容積Z巨~缶百\

建ペい率/

( 12 ha) 近隣商業地域

3.6ha) 商業地域

( 33 ha) 準工業地域

る~ム土、e ・
ーー一一ー一一-一ーτユー

( 69 ha) 工業地域

(135.6ha) 

( 69 ha) 

4
1
 

==ロ

後 特別用途地区

-

e

a
 

晴海

一一 都市計画区域
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用途地域

拓海



広帽おおぜ 2∞58月号

長浜都市計画 用途地域と特別用途地区の素案説明会・公聴会

②
長
浜
都
市
計
画
「
特
別
用
途
地
区
(
特
別
工

業
地
区
)
の
決
定
」
の
目
的

工
業
用
地
の
造
成
を
目
的
と
し
て
竣
工
し
た

晴
海
・
拓
海
工
業
団
地
で
は
、
埋
立
て
当
初
か

ら
住
宅
の
建
築
を
制
限
し
な
が
ら
、
企
業
等
に

よ
る
産
業
活
動
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
行
政
は
平
成
日
年
同
月
か
ら
遊
休
地
の
利

活
用
を
促
進
す
る
た
め
、
都
市
計
画
法
に
定
め

る
「
工
業
地
域
」
に
準
じ
る
利
用
制
限
へ
方
針

を
変
更
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
住
宅
に
つ

い
て
は
建
築
を
制
限
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
後
も
晴
海

・
拓
海
工
業
団
地
で

は
、
長
浜
地
域
の
工
業
な
ど
の
中
心
と
し
て
企

業
誘
致
や
産
業
環
境
を
充
実
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
た
め
、

用
途
地
域
の
決
定
(
都
市
計
画
法

に
基
づ
く
「
工
業
地
域
」
の
指
定
)
に
加
え
て
、

住
宅
の
排
除
を
目
指
し
た
「
特
別
用
途
地
区
(
特

別
工
業
地
区
)
」
を
決
定
す
る
も
の
で
す
。

長浜都市計画用途地域(素案)概要図直亙

Ji{ 
/.-; 

沖浦
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広帽おおず 2∞58月号

用途地域と特別用途地区の素案説明会・公聴会長浜都市計画

3 

都
市
計
画
、
が
決
定
す
る
ま
で
の
流
れ

「
用
途
地
域
」
と

「特
別
用
途
地
区
(
特
別
工
業
地
区
)
」
の
都
市
計
画
決
定
の
流
れ
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

今
回
の
用
途
地
域
等
の
決
定
や
説
明
会
の
開
催
に
関
す
る
ご
質
問
・
ご
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
下
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

都市計画決定の流れ

説明会は、市が作成した素案を、住民及び利

害関係者の皆さんにご説明するために開催し

ます。

公聴会は、説明会でお示しした素案について、

広く住民及び利害関係者の皆さんからご意見

を聴いて、計画案に反映させるために開催し

ます。

公告及び案の縦覧は、都市計画の案を広く住

民及び利害関係者の皆さんへお知らせし、見

ていただくために行います。このお知らせの

ことを 「公告Jといい、住民及び利害関係者

の皆さんに 2週間見ていただくことを「縦覧」

といいます。

なお、住民及び利害関係者の皆さんは、縦

覧期間中、市長へ意見書を提出することがで

きます。

このような手続きを経て、平成17年度中に「用

途地域」と 「特別用途地区」の都市計画決定

を行っていきます。

都市計画用語集

※注 1 都市計画…都市の健全な発展と秩序ある整備を図るための土地利用、都市施設の整備および市街地開発

事業に関する計画。

都市計画区域…市町村の中心の市街地を含み、かつ、自然的、社会的条件、人口・土地利用・交通量な

どの現況・推移を勘案して、 一体の都市として総合的に整備、開発、保全する必要がある区域。

都市計画マスタープラン-市町村が都市計画法に基づいて策定する都市の将来像とその実現化方策を体

系的、総合的に示す基本的な計画。

※注 2

※注 3

12一一一一

大洲市役所建設農林部都市整備課
824-2111 (内線244、245)

問い合わせ先



広幅おおず 2∞58月号

お知らせ

よ

4
T
』

之

れ

一
夫
ひ
め

Y
C
S
A
K
C
t集
り

2
0
0
Pこ

今
金
も
回
剛
健
持
管

ー
集
り
ザ

λ
セ
芝
犬
、

λ
が
衝
を
草
犬
る

i

昨
年
の

8
月

n日
(
日
)
、
大
洲
商

工
会
議
所
青
年
部
が
主
催
し
て
行
い

ま
し
た
「
え
ひ
め

Y
O
S
A
K
O
I

祭
り
伊
予
さ
来
い
!
」
が
今
年
も

8

月
幻
日
(
日
)
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

昨

年

の

「

え

ひ

め

町

並

み

博

2
0
0
4
」
で
の
「
自
主
企
画
イ
ベ

ン
ト
」
の
一
環
で
継
続
事
業
と
し
て

打
ち
出
し
た
こ
の
事
業
は
、
「
祭
り

が
人
を
変
え
、
人
が
祭
り
を
革
え
る
」

を
テ

l
マ
に
新
し
い
参
加
型
の
夏
祭

り
と
し
て
、
参
加
し
た
人
が
こ
の
祭

り
を
通
し
て
情
熱
と
感
動
を
自
分
た

ち
だ
け
で
な
く
、
見
て
い
る
人
に
も

与
え
、
そ
の
マ
ン
パ
ワ
ー
に
よ
っ
て

大
洲
の
文
化
を
そ
し
て
豊
か
な
街
を

住民異動届出をする皆さんへ
10月1日から本人確認の書類が必要です。

近年、第三者が本人になりすまして住民異動届を行ない、不
正な印鑑登録や国民健康保険への加入を行った後に、その証明
書を悪用するといった事件が発生しています。

大洲市ではすでに戸籍の届出について平成15年12月 1日から
身分証明書による本人確認を行っていますが、住民異動届の審
査時においても10月 1日から実施することになりました。
対象となる届出

転入届・転居届・転出届・世帯変更届
本人確認の対象者

市役所(支所・連絡所等を含む)へ届出をする人
(届出人本人または代理人)

本人確認の方法
届出をされる人について、運転免許証・旅券(パスポート)

住民基本台帳カードなど官公署発行の顔写真が貼付された証
明書またはその他市長が適当と認める書類(療育手帳、健康
保険被保険者証など)で本人であることを確認します。
※本人確認ができなかった場合には、届出人本人に対して届
出があったことを郵送でお知らせします。

なお、この本人確認の取扱いについてはすべての市区町村
で実施することになっています。

窓口で手続きをする皆さんにはお手数をおかけすることに
なりますが、ご理解とご協力をお願いします。

[問い合わせ先}
本庁市民課市民係
長浜支所市民福祉課
肱川支所市民福祉課
河辺支所市民福祉課

育
ん
で
い
け
る
と
信
じ
て
ス
タ
ッ
フ

一
問
、
精

一
杯
努
力
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
行
政
と
大
洲
の
主

要
団
体
の
賛
同
を
得
て
「
え
ひ
め

Y

O
S
A
K
O
I
祭
り
実
行
委
員
会
」

を
結
成
で
き
、
拡
が
り
の
あ
る
充
実

し
た
組
織
で
大
洲
市
全
体
の
祭
り
と

し
て
認
知
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

祭
り
の
内
容
は
昨
年
同
様
、
パ
レ

ー
ド
は
肱
北
商
庖
街
中
心
に
練
り
歩

き
、
各
区
間
に
設
け
た
競
演
場
で
審

査
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
形
式
。
今
年
は

昨
年
の
基
本
の
踊
り
と
今
年
の
新
し

い
踊
り
も
加
わ
り
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
溢

れ
る
踊
り
と
各
チ

l
ム
工
夫
し
た
衣

(内線117)
(内線 33)
(内線402)
(内線153)

324-2111 
352-1111 
334-2311 
339-2111 

装
に
も
期
待
大
。
し
か
も
、
今
年
は

大
洲
で
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
曲
と
踊
り

で
出
場
す
る
連
も
参
加
し
、
楽
し
み

な
競
演
に
胸
膨
ら
ま
せ
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
緑
地
公
園
に
設
け
た
特

設
会
場
で
の
模
擬
庖
、
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
の
ス
テ
ー
ジ
演
舞
な
ど
な
ど
、

お
祭
り
気
分
満
載
の

1
日
に
な
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
大
洲
の
夏
祭
り
と
し
て

「
え
ひ
め

Y
O
S
A
K
O
I
祭
り
」

が
盛
大
な
も
の
に
な
る
よ
う
、
そ
し

て
将
来
大
洲
の
新
し
い
文
化
の
一
つ

に
な
り
受
け
継
が
れ
て
い
く
よ
う
是

非
と
も
こ
の
祭
り
に
参
加
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時

8
月
幻
日
(
日
)

午
後
2
時
叩
分
1
午
後
6
時
叩
分

(
雨
天
決
行
。
台
風
な
ど
の
豪
雨
の

場
合
は
中
止
)

会
場

パ
レ
ー
ド
肱
北
商
庖
街

ス
テ
ー
ジ
演
舞
緑
地
公
園
特
設
会
場

問
い
合
わ
せ
先

え
ひ
め

Y
O
S
A
K
O
I
祭
り
実
行

委
員
会
事
務
局
(
大
洲
商
工
会
議
所

青
年
部
事
務
局
)
宮
@
4
1
1
1

実施 場所

殿町→常磐町→新町→緑地公園特設会場

肱川大橋

大
淵
神
信
満
保
存
舎
に
よ
る
シ
リ
ー
ズ

大
淵
発
祥
の
神
伝
流
血
部
法
⑦

松
山
お
囲
い
池
の
神
伝
(
主
馬
)

流
は
広
島
ば
か
り
で
誌
く
、
岡
山

の
津
山
藩
か
ら
三
浦
院
と
い
う
人

が
1
8
2
8
年
か
ら

1
8
3
3
年

の
聞
に

5
回
に
わ
た
り
出
向
修
業

し
、
大
洲
出
身
の
伊
東
祐
根
か
ら

皆
伝
を
受
け
、
翌
年
津
山
藩
の
水

練
世
話
方
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

そ

の
後
、
二
一
浦
は
個
人
的
な
理
由

で
役
を
解
か
れ
た
が
、
改
め
て
、

1
8
4
4
年
、
津
山
藩
の
命
を
受

け
た
植
原
正
方
が
、
松
山

2
代
目

伊
東
祐
雄
に
入
門
し
、

1
8
4
8

年
印
可
免
状
を
授
か
っ
た
。
植
原

は
帰
国
後
、
津
山
藩
水
練
師
役
と

し
て
藩
士
に
神
伝
流
を
伝
授
し
た
。

松
山
二
代
祐
雄
は
国
学
に
傾
倒
し
、

そ
の
泳
法
を

「神
伝
流
」
と
だ
け

呼
称
し
及。

1
8
5
3
年
、
植
顎

掠
江
戸
詰
と
な
り
隅
回
川
に
も
務

掴
場
(
水
泳
場
)
を
聞
き
、
藩
士
の

ほ
か
幕
臣
や
他
藩
の
士
に
も
神
伝

流
を
伝
授
し
た
。
翌
年
米
使
ペ
リ
ー

が
来
航
、
幕
府
は
諸
穏
に
海
岸
防

備
を
命
令
、
植
原
は
「
深
夜
雷
」

と
い
う
海
防
策
を
上
提
し
た
。
植

原
の
門
弟
は

3
千
人
に
及
ん
だ
と

い
う
。
植
原
の
高
弟
後
藤
勘
九
郎

は
鳥
取
藩
の
水
練
師
範
と
し
て
同

藩
士
に
神
伝
流
を
伝
授
し
た
。
〔以

上
平
成
3
年

「神
伝
流
」
に
よ
る
〕

右
の
経
過
で
、
大
洲
発
祥
の
神

伝
(
主
馬
)
流
泳
法
は
全
国
ヘ
普

及
し
た
が
、
そ
の
問
、
大
洲
の
水

練
は
ど
う
な

っ
て
い
た
の
だ
ろ
う

b
。
主
馬
流
六
代
蓑
島
正
利
の
嫡

男
は
若
死
し
、
次
男
は
養
子
に
出

て
い
た
の
で
、

三
男
正
近
が
六
代

目
太
兵
衛
と
鷹
匠
を
継
い
だ
。
正

近
は

1
7
9
8
年
居
合
・
柔
術
の

世
話
役
を
仰
せ
つ
か
っ
て
い
る
が

水
練
に
つ
い
て
の
記
録
は
見
え
な

い
。
後
年
、
殿
様
に
居
合
を
伝

授
し
て

い
る
が
門
弟
教
は
不
明
。

1
8
5
8
年
没
、
行
年
内
才
。

東
禅
寺
上
の
墓
地
に
は
、
没
年

寄
進
の
門
生
中
と
い
う
石
灯
篭
が

現
存
す
る
。
正
近
の
門
弟
で
、
城

山
下
の
地
蔵
測
の
深
み
の
「
潜
り

岩
」
と
呼
ば
れ
る
大
岩
の
下
を
平

気
で
潜
り
抜
け
て
い
た
と
伝
わ
る

堤
治
部
左
衛
門
秀

一
一
が
居
た
。
墓

石
に
は
「
自
称
院
総
術
無
得
居
士
」

と
刻
さ
れ
、
総
術
と
は
水
泳
術
を

含
む
武
芸
十
れ
般
(
種
)
の
こ
と
で
、

広
く
武
術
の
秀
れ
た
人
で
あ

っ
た
。

1
8
6
4
年
没
行
年
日
才
。
〔
郷
土

計
号
、
温
故
日
号
よ
り
〕

も
う

一
人
は
、
加
藤
家
年
譜
の

1
8
4
8
年
6
月
川
相
「
井
口
左

次
馬
御
城
下
二
而
水
務
居
処
流
死
」

と
い
う
痛
ま
し

い
記
録
で
す
。
6

月
日
日
は
旧
暦
で
、
太
陽
暦
で
は

ち
ょ
う
ど

7
月
日
日
で
す
。
と
こ

ろ
が
、

7
月
日
日
に
は
約
7
・
4
m

の
洪
水
記
録
が
あ
る
の
で
す
。

井
口
家
の
墓
は
寿
永
寺
墓
地
の

西
の
上
方
に
あ
り
ま
す
が
左
次

馬
の
行
年
は
刻
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
父
親
と
推
定
さ
れ
る
人
は

1
8
3
4
年
に
引
才
で
没
し
て
お

り
、
左
次
馬
は
家
名
再
興
の
た
め

増
水
中
の
肱
川
で
水
練
に
挑
ん
だ

と
推
察
さ
れ
ま
す
。
「
法
号
英
性
院

俊
誉
哲
玄
居
土
」
と
噴
ドえ
ず
り
が
ま

す
。

(
文
責
井
手
隣
之
〉

一一一ー 13



広樹おおちf

がんばれ!インターハイ

2∞58月号

J 
，2005千葉きらめき総体」に地元アス リー卜が出場します。8月 1日から開催される

剣道
男子団体

帝京第五高等学校剣道部
大会出場の抱負

「春・夏連覇できるようにがんばりますj

陸上競技
男子 100m、 200m

藤田裕介
(大洲高等学校)

大会出場の抱負

「自己ベストを出せる
ようにがんばりますJ

弓道
男子個人

近藤淳平
(大洲高等学校)

大会出場の抱負

「インターハイ出場に
浮かれず気を締めてい
きたいJ

通
学
合
宿

7
9
H
V
ひ
め
柑
』

今
年
で
第
4
回
目
と
な
っ
た

「通
学
合
宿
」
が
白
滝
公
民
館
を
主
会

場
に
6
月
5
日
か
ら
6
月
旧
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

通
学
合
宿
と
は

一
定
期
間
、
親
元
か
ら
離
れ
地
域

の
公
民
館
な
ど
に
宿
泊
し
な
が
ら
学

校
に
通
う
も
の
で
す
。
活
動
内
容
は
食

事
作
り
、
掃
除
、
洗
濯
な
ど
の
生
活
体

験
が
中
心
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
白

身
が
実
践
す
る
こ
と
で
主
体
性
や
積

極
性
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
普
段
の
日
常
生
活

で
は
体
験
で
き
な
い
地
域
の
文
化
や

自
然
、
そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
と
の

交
流
を
深
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

260円
100円

平野運動公園ブーJL開園中 1
午前9時30分~午後5時
大人360円、中・高校生
小学生210円、却児 (4歳以上)

最 終 日 8月31日制
問い合わぜ先 平野運動公園プール

開園時間
料 金

B24-4704 

「
る
り
ひ
め
村
」
で
の
生
活

今
年
は
、
白
滝
小
学
校

5
、
6
年
生
の

児
童
別
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
日
常
の
生

活
と
は
か
け
離
れ
、
起
床
時

間
も
午
前
5
時
品
分
、
朝
食

の
準
備
や
清
掃
も
自
分
た
ち

の
手
で
行
う
た
め
、

眠
い
目

を
こ
す
り
な
が
ら
み
ん
な
で
協
力
し

な
が
ら
行
い
ま
す
。
そ
れ
を
済
ま
す

と
午
前
7
時
半
に
は
登
校
し
、
授
業

を
終
え
る
と
午
後
4
時
に
は
公
民
館

に
帰
っ
て
き
ま
す
。
午
後
4
時
半
に

な
る
と
夕
食
の
準
備
を
み
ん
な
で
始

め
、
午
後
6
時
に
は
夕
食
を
い
た
だ

き
ま
す
。
お
風
呂
は
ご
近
所
の
お
宅

で
も
ら
い
風
呂
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。期

間
中
、
参
加
者
が
最
も
楽
し
み

に
し
て
い
る
の
が
「
ふ
れ
あ
い
タ
イ

ム
」
で
す
。
そ
う
め
ん
流
し
、
地
元

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
に
よ
る
講
話
、

ご
近
所
の
お
宅
に
宿
泊
さ
せ
て
も
ら

う
ホ
1
ム
ス
テ
イ
、
お
寺
で
の
座
禅

な
ど
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト

で
児
童
た
ち
は
合
宿
を
楽
し
み
ま
し

た。
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霊媛県食昂表示ウォッチャーの募集

愛媛県では、県民の皆さんの協力により食品表示の
監視などを行い、県内の食品小売販売業者における食
品表示の適正化を推進するため、地域で活動していた
だく「愛媛県食品表示ウォッチャー」を次のとおり募
集します。
1 応募資格
(1)今年11月1日現在で満18歳以上であること
(2 )愛媛県内に居住していること
(3 )県に対して不適正な食品表示の通報ならびに県に

対する食品の表示状況のモニターに関する報告を
実施することが可能なこと

(4)原則として、県が行う食品表示に関する研修を受
けることが可能なこと

( 5 )社団法人日本農林規格協会が委嘱する「中央食品
表示ウォッチャーJでないこと

2 活動内容
(1)食品の品質表示状況のモニターおよび報告
(2 )不適正な食品表示の通報
3 葬集人員
100人(人口に応じ市町ごとに配置。各市町最低1人)

4 任期 今年11月1日~平成19年10月31日 (2年)
5 応募方法

所定の申込書(本庁、長浜支所は農林水産課、肱川、
河辺支所は建設農林課に備え置き)に必要事項を記
入のうえ、八幡浜地方局農政普及課農産物安全係ま
で郵送、ファクシミリなどで申し込んでください。

6 締め切り 9月20日制
7 問い合わせ先

八幡浜地方局農政普及課農産物安全係
干796-0048 八幡浜市北浜 1-3 -37 
B0894-23-0163 FAX0894-23-1853 
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連載シリーズ

米
子
市
を
訪
ね
る
旅

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
日

大
洲
藩
主
加
藤
家
ゆ
か
り
の
地

・
鳥
取
県
米
子
市
を
訪
ね
る
旅
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

中
江
藤
樹
先
生
ゆ
か
り
の
地

1
6
1
6
年
、
中
江
藤
樹
は
8
歳

の
と
き
、
祖
父
中
江
吉
長
に
連
れ
ら

れ
米
子
市
へ
移
り
ま
し
た
。
米
子
で

の
滞
在
は
わ
ず
か

1
年
で
し
た
が
、

そ
の
問
、
学
問
へ
の
眼
を
聞
き
立
志

の
心
を
抱
き
ま
し
た
。

米
子
市
で
は
藤
樹
の
教
え
が
今
も

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

中
国
地
方
最
高
峰
の
大
山
を
望
む

町
並
み
、
白
鳥
が
遊
ぶ
中
海
な
ど
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

輸
を
広
げ
よ
う

6
月
6
目
、
長
浜
町
内
の
緑
地
公

園
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
講
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

自
然
を
満
喫
で
き
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト

が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
米
子
市
内
に

は
歴
史
的
な
遺
産
も
多
く
、
と
て
も

魅
力
的
な
ま
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
程

印
月
M
日
(
月
)
1お
日
(
火
)

-
泊
2
日

定
員

犯
人
(
大
型
パ
ス
l
台
)

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

費
用

1
8
、
0
0
0
円

大
洲
市
友
好
都
市
交
流
促
進
協

議
会
が
、
パ
ス
貸
切
代
な
ど

l
人

当
た
り

3

2
、
0
0
0
円
の
う
ち

1
4
、
0
0
0
円
を
助
成
し
ま
す
。

晴
天
の
下
、
地
元
長
浜
町
を
は
じ

め
大
洲
市
内
各
地
の
老
人
ク
ラ
ブ
の

会
員
な
ど
約
刊
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
習
会
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
を
通
し
て
、
お
互
い
の
親
睦

と
健
康
増
進
を
図
っ
て
い
こ
う
と
企

画
し
た
も
の
で
、
ゆ
く
ゆ
く
は
市
内

の
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
者
数
を

増
や
し
、
市
内
で
の
大
会
の
開
催
も

計
画
し
て
い
ま
す
。

講
習
会
に
は
、
松
山
市
か
ら
愛
媛

県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
の

1
級

普
及
指
導
員
7
人
の
ほ
か
に
雄
郡
体

育
協
会
の

6
人
の
ベ
テ
ラ
ン
選
手
を

迎
え
て
、
実
際
に
ゲ
1
ム
を
楽
し
み

な
が
ら
、
進
行
方
法
や
基
本
的
な
ル

ー
ル
な
ど
を
習
得
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
人
た
ち
は
、
心
地
よ
い

申
し
込
み
先

側
え
ひ
め
内
外
旅
行
社

E
⑮
5
0
0
0
 

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
手
続
き
の
資
料
を
お
送
り

し
ま
す
。

締
め
切
り

8
月
別
日
(
水
)

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
友
好
都
市
交
流
促
進
協
議

会
事
務
局
(
本
庁
企
画
調
整
課
内
)

宮

@
2
1
1
1
(内
線
5
2
3
)

潮
風
に
吹
か
れ
、
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
を

目
指
し
、
ク
ラ
ブ
を
ス
イ
ン
グ
さ
せ

て
い
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
は
、
ホ

i
ル
ポ

ス
ト
を
通
過
し
た
り
、
地
面
と
ポ
ス

ト
と
の
わ
ず
か
な
段
差
を
越
え
ず
に

打
数
を
増
や
し
た
り
と
、
な
れ
な
い

競
技
に
悪
戦
苦
闘
を
し
て
い
ま
し
た
。

指
導
員
の
皆
さ
ん
は
、

「、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
で
は
ケ
ガ
を
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ー
ス
内
を
走
っ

た
り
歩
い
た
り
、
体
を
動
か
し
ま
す
。

ま
た
、
車
椅
子
を
使
用
し
て
い
る
人

で
も
い
っ
し
ょ
に
参
加
も
で
き
ま
す

し
、
勝
ち
負
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
お

互
い
の
親
睦
に
重
点
を
置
い
た
ゲ
ー

ム
で
す
」
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

魅
力
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

'
A
権
・
筒
和
教
富
シ
リ
E
ズ

No.? 

「
あ
り
が
と
う
」

高
血
圧
、
体
調
不
調
を
少
し
で

も
改
善
し
よ
う
と
、
ウ
ォ

l
キ
ン

グ
を
始
め
ま
し
た
。
夕
方
、
土
手

を
歩
い
て
い
る
と
、
同
じ
思
い
か
、

散
歩
を
し
て
い
る
人
に
よ
く
出
会

い
ま
す
。

「こ
ん
に
ち
は
」

「
こ
ん

ば
ん
は
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す

が
、
気
持
ち
よ
く
返
し
て
く
れ
る

人
、
全
然
無
視
し
て
過
ぎ
る
人
と

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
「
こ
ん
に
ち
は
」

の
あ
い
さ
つ
一
つ
で
も
こ
の
調
子

で
す
か
ら
、
「
あ
り
が
と
う
」
と
な

る
と
、
字
数
に
す
る
と
た
っ
た

5

つ
で
出
来
た
言
葉
で
す
が
、
な
か

な
か
返
っ
て
こ
な
い
よ
う
で
す
。

あ
る
お
母
さ
ん
に
聞
い
た
お
話

で
す
。
デ
パ
ー
ト
へ
小
学
4
年
生

の
子
ど
も
と
買
い
物
に
行
っ
た
と

き
の
こ
と
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗

り
込
む
と
、
少
し
遅
れ
て
電
動
車

イ
ス
の
男
性
が
乗
ら
れ
ま
し
た
。

窮
屈
な
姿
勢
か
ら
ボ
タ
ン
に
手
を

伸
べ
よ
う
と
し
て
い
る
の
を
子
ど

も
が
見
て
、
そ
ば
に
行
き
、
そ
の

人
と
何
か
話
し
て
い
ま
し
た
が
、

子
ど
も
は
、

5
階
の
ボ
タ
ン
を
押

し
ま
し
た
。
目
的
の
3
階
に
着
き
、

ド
ア
が
聞
く
と
同
時
に
、
子
ど
も

は
パ
ッ
と
降
り
ま
し
た
。

す
る
と
、
車
イ
ス
の
人
が
、
手

足
を
し
き
り
と
動
か
し
、
子
ど
も

の
方
を
向
い
て
、
何
か
言
い
た
そ

う
な
様
子
な
の
で
す
。
お
母
さ
ん

は
、
子
ど
も
が
降
り
る
と
き
体
が

当
た
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
心
配
に

の
之
と
は

な
り
、
そ
ば
に
近
づ
く
と
、
低
い

け
れ
ど
、
し
っ
か
り
し
た
声
で
「
あ

り
が
と
う
」
の
言
葉
を
か
み
し
め

る
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。

待
っ
て
い
た
子
ど
も
に
そ
の
こ

と
を
話
す
と
、
「
本
当
、
お
母
さ
ん
、

よ
か
っ
た
。
ぼ
く
、
初
め
て
お
手

伝
い
が
で
き
た
」
と
喜
び
ま
し
た
。

学
校
で
総
合
学
習
の
時
間
に
「
車

イ
ス
の
体
験
学
習
」
を
し
た
の
だ

そ
う
で
す
。
「
そ
の
時
に
習
っ
た
こ

と
を
小
さ
な
こ
と
で
も
実
行
で
き
、

大
き
な
喜
び
を
感
じ
た
の
で
し
ょ

う
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

お
互
い
に
気
持
ち
の
よ
い
あ
い

さ
つ
を
交
わ
す
。
「
あ
り
が
と
う
」

と
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
。
障

害
の
あ
る
人
を
、
特
別
な
目
で
見

た
り
、
同
情
し
た
り
す
る
の
で
は

な
く
て
、
認
め
合
い
、
助
け
合
う

こ
と
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い

っ
た
大
げ
さ
な
も
の
で
は
な
く
、

人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
で
あ
り
、
助

け
合
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
障
害
の

あ
る
人
も
な
い
人
も
、
い
っ
し
ょ

に
助
け
合
っ
て
生
活
す
る
社
会
、

「
共
生
の
社
会
」
で
す
。
誰
も
が
か

け
が
え
の
な
い
一
人
の
人
間
と
し

て
大
切
に
さ
れ
、
お
互
い
に
違
い

を
認
め
合
い
、
尊
重
し
合
う
社
会

の
実
現
を
は
か
っ
て
い
く
た
め
に
、

私
た
ち
は
何
が
で
き
る
の
か
を
考

え
て
み
た
い
も
の
で
す
。
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~おめでとう~

5月28日 .29日の 2日間晴海ふれあいパークで、

第12回日本少年野球連盟四国大会が行われましだ。

小学生の部で「長浜サンデーズ」が昨年に続いて優

勝し、見事2連覇を成し遂げましだ。この快挙に対

し、地元では温かい声援を送るとと古に、舎後の成

長に期待しています。

~みんなで、ビヨーン--

6月16日(木)、河辺基幹集落センターで却稚園入園

前の乳幼児と保護者を対象としだ育児サークル「な

かよし会Jと河辺却稚園の交流会が開催されましだ。

合回はうどん作りで、小さな小麦粉の塊をピヨーン

とうどんの長さにのばしましだ。なかよし会では毎

年、うどん作りを行っています。出来上がつだうど

んはコシがあり括評で、皆でお腹一杯いだだきまし

だ。

Z~ iも

~がんばれ!
大淵リトルジャイアンツスポーツ少年団~

7月30日か58月 1日まで鹿児畠県で開催される

「第7回西日本小学生ソフトポール大会」に出場し

ます。結成以来31年目のシーズンを迎え、初めての

全国規模の大会出場となりましだ。選手一同の力を

合わせ、大会での上位進出が期待されます。

第20回肱川ふれあいまつりが、 11月20日(日)、大洲
市肱川町「風の博物館」横の「風のり広場」で開催
されます。
肱川ふれあいまつり実行委員会は、会場内に出庖

する団体やグループを募集します。
参加を希望する団体、ゲル プの代表者は、下記

の問い合わせ先までご連絡ください。

問い合わせ先
肱川ふれあいまつり実行委員会
(肱)11支所企画商工課内)

ft 3 4 -2 3 1 1 FAX 3 4 -2 4 5 4 
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広鰻おおず 2∞58月号

連載シリーズ

世~ fr ぜト 世〉 世'dr 合 fdd.r (J 骨骨合 (J tr (J(?

~輝lr[~""vol . 7 

愛媛県女性総合センターでは、 9月に開講するエンパ ?
貯 ワーメントカレッジ「リーダーになるための実践講座Jfi 

告 の受講生を募集します。 tr EF4¥ 
.民主喜朗面U~..Æ'Z:J~圃剛咽;;~圃・

判断力が低下した高齢者世帯を狙って、必要のない
工事契約を結び、多額の現金をだましとる手口・・・
悪質な訪問リフォーム契約の被害が愛媛でも発生して
います。
だまされないために・.

*無料点検や診断するといって突然訪問してくる業
者は要注意

大契約をせかす業者は避ける
交安さを強調するのは要注意
大最低2、3社から見積もりをとる

-11:司u哩;:'~lJl園周司;;I!圃圃

「オレオレ詐欺」や「架空請求詐欺j
化しています。
。警察・裁判所の者、弁護士などの名前を使って電話

で請求
。身近な人になりすまし、電話で請求
。「電子消費料金未納分最終通達書Jr最終勧告通達」

などの標題のハガキで請求
こんな請求を豆けたら・..

*相手にせず、無視する
食文書に書かれている電話番号には連絡しない
大業者から電話があった場合でも、名前、住所、勤
務先などの個人情報は知られないようにする。

~脅しゃ悪質な取り立てを受けた場合は、警察署にご相談ください~
大洲警察署 s25-1111 

rl 
L_ .リーダーになるための実践講座

， .実施時期 9月'"11月(午前10時~午後 3時)
全10回 6日間

これからの社会の原動力は男女共同参画。あなたも

男女共同参画を学び、 地域の活性化に役立てるための

リーダーを目指しませんか?

(内容)・リーダーの「見えない壁」

-成果を生み出す会議の持ち方

-創ってみよう人が集まるイベント企画

U
H

め
H

品
訂

作
川

品
日

の手口が巧妙

愛媛県女性総合センター

松山市山越町450番地
(本町六丁目電停下車徒歩3分)

県内在住の18歳以上の人

定員15人(応募多数の場合は抽選)

無料

無料の託児制度があります。

財団法人えひめ女性財団

愛媛県女性総合センター
干791-8014 松山市山越町450番地
s089-926-1633 
FAX089-926-1661 

8月16日ω(当日消印有効)

など

世了

u 

シf

ii 
計
H

鈴

品
目

品
目

此
M

品
目

世「

.実施場所

象

料
児
先

講

込

受
託
申

••• .対
世r

世「

!l 

u 
u 

.申込締切シ「

) 
長浜地区
日時 8月26日樹午前9時~午後3時
場所 長浜体育館和室
問い合わせ先 市社会福祉協議会長浜支部 352-1111
肱川地区
日時 8月4日同午後1時30分~午後4時30分
場所 肱川公民館 2階青年室
問い合わせ先 肱川|支所 834-2311
河辺地区
日時 8月10日制午前9時~正午
場所 河辺老人福祉センター
問い合わせ先 河辺支所 839-2111

E ・E ・ ・E ・-弓i't.昆劃話三重j;勝-・E ・・E ・-

日時

内案と
-、、

‘ー談

月~金午前8時30分~午後5時
祝日・年末年始を除く

場所 市役所社会福祉課
問い合わせ先 824-2111 (内線186)

ーーー・......fiヨ園田Ei!1首民ヨ圃~~Jii.il沼圏直[jlilUI語旨埴圃圃圃圃

大洲地区

日時月~金

-・E・_5jf軍事関~)蓮詔静置圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃園

大洲会場
日時 8月5自国・16日制・25日(木)

午前10時~午後3時30分
場所大洲商工会議所
長浜会場
日時 8月10日制午前10時~午後3時30分

8月22日間午後1時~午後3時30分
場所長浜町商工会
問い合わせ先 松山西社会保険事務所3089-925-5105

午前8時30分~午後5時15分
祝日・年末年始を除く

場所 大洲市隣保館・大洲市福祉会館
問い合わせ先 824-6100 (大洲市隣保館)

825-0947 (大洲市福祉会館)

し塑
河辺地区
日時 8月10日制午前10時~正午
場 所 河辺老人福祉センター
問い合わせ先 河辺支所 839-2111

E ・E ・__  .，...liliS厩11'主活鋪E;'1_・E ・E ・-

大洲地区
日時 8月8日開
場所大川公民館
日時 8月19自国午前10時~正午
場所市役所3階会議室
問い合わせ先 急ぐときは法務局大洲支局 324-4155
長浜地区
日時 8月26日樹午前10時~正午
場所 長浜町体育館
問い合わせ先長浜支所
肱川地区
日時 8月2日制午前10時~正午
場所 肱川公民館2階青年室
問い合わせ先 肱川支所 834-2311
河辺地区
日時 8月10日制
場所 河辺公民館
問い合わせ先 河辺支所

午前10時~正午

852-1111 

午前10時~正午
E ・E ・・E ・-呈盟国iS属 音 一 一 一 一一ー

月~金午前8時30分~午後5時15分
祝日・年末年始を除く

場所 青少年センタ ー
問い合わせ先 824-7830 

日時839-2111 
ーーーーー・'.....ri吉田案書E週三脚観軍施主砲!i;膨置圃圃圃圃園

-・E・-園町司1i1!当軍縮~"IiSJ言緬聖帝._---_.

ーーーーーーーーー『匡3日吉毒翠量E語膨

824-4452 

月~木午前日時30分~午後5時15分
祝日・年末年始を除く

場所国立大洲青年の家
問い合わせ先 824-1414 

日時 8月15日開 午前9時~午後4時
場所宅建協会大洲支部
問い合わせ先 (有)上回喜六不動産

日時

E ・E・E・~~1'tI岨21:時-・E・-

大洲地区

日 時 一般相談毎週月・水曜日
法律相談毎週火・木曜日
介護相談毎週金曜日

午前10時~正午、午後1時~午後4時
※祝日・年末年始を除く

場所 総合福祉センタ (相談室直通) 823-5629 
問い合わせ先 総合福祉センター1階社会福祉協

議会窓口 823-0313 

時間

毎週月-水・金曜日(休日除く)
午前9時~午後4時

場所法務局大洲支局人権相談室
問い合わせ先 法務局大洲支局 824-4155 
E ・E・E・-面車種~i;院II~鶴葺伝葺ê1_・E・・E・-

大洲地区
日時 8月22日伺) 午前 9時~正午
場所市役所 3階会議室
問い合わせ先 824-5072 (山本)824-4294 (辻)
肱川地区
日時 8月4日制午後1時30分~午後4時30分
場所 肱川公民館2階青年室

問い合わせ先 肱川支所 834-2311

日時

一一一 17



2∞58月号広幅おおぜ

大洲市保健センタ-823-0310 (大洲地区)
肱川保健センタ- 834-2340 (肱川地区)

8月の各種検診(健診)と予防接種
(乳幼児関係)

事業名

4ヶ月児健康診査

1歳6ヶ月児健康診査

3歳児健康診査

くらしの情報

852-3055 (長浜地区)

839-2111 (河辺地区)
長浜保健センター
河辺保健センター保健センヲー情報

持参品

母子健康手帳・アンケート パスタオル

母子健康手帳・アンケー卜・歯ブラシ

母子健康手帳・アンケー卜 歯ブラシ

対象

大洲・長浜地区

市内全域

市内全域

該当者

平成17年 3月生まれ

午後 1時~午後 1時30分|大洲市保健センター |平成16年 1月生まれ

平成14年 7月生まれ

所場受付時間

(成人関係)

事業名 実施日 受付時間 場所 該当者 対象 料金

8月17日(水) 午前B時30分~午前11時30分 柳沢連絡所 生活習慣病検診は 大洲(柳沢) 生活習慣病検診無料

結生大核腸活検習が診慣ん病・肺検が診ん検診
(ただし、胃がんと大腸がん検 30歳以上の男性 結核検診無料

8月18日(木) 診は午前B時から受付します。) 田処農村活性化センタ
19歳以上の女性

大洲(田処)
肺がん検診 1口口円

目市・胃・大腸がん検診は (日客疲検査， 500円)
胃がん検検診診 (河辺は午前B時から午前11時 40歳以上の人 大腸がん検診 500円

8月31日(7)<) までの受付です.) 河辺地域活性化センタ 結核検診は65歳以上の人 J可ill_ 胃がん検診 900円

乳がん検診
8月23日(火) 午前8時30分~午後4時 久米公民館 40歳以上の女性 大洲(久米) 乳がん検診， 1，000円

(マンモグラフィ)

8月30日(火)

午後 1時~午後 1時30分 市民会館 大別I(肱南)

8月31自体)

子宮がん検診 B月 8日開) 櫛生小学校 20歳以上の女性 長浜 (師生、調沢、出海)子宮がん検診 700円

8月 9日(*) 午後 1時~午後 2時

長浜保健センター 長浜(朗、沖浦、今枯)

8月10日(7)<)

824-4419 

852-1111 

834-2307 

着

図書揺陪報
図書館(大洲)

長浜図書館

肱川図書館

来庁

図
書
館
(
大
洲
)

※主な検診(健診)を掲載しています。ほかの保健行事につきましては、各地区の「保健だよりJをご覧下さい。

8
日
生
涯
学
習
講
座

文
学
講
座

「
大
洲
の
川
柳
」

講
師
上
甲
満
男
先
生

期
日

8
月
M
日
嗣

時

間

午

前

9
時
担
分
1

午
前
日
時
必
分

図
書
館
(
大
洲
)
4
階

場
所

新
着
図
書
察
内

図
書
館
(
大
洲
)

E
x
c
e
l
の
「
困
っ
た
」
が
パ
ツ
と
わ
か

る

本

鈴

木

光

勇

・

小

漬

良

恵

著

安
岡
正
篤
人
生
の
法
則平

岩
外
四
・
林
繁
之
著

す
べ
て
を
「
投
げ
出
し
た
く
な
っ
た
」
ら
読

む

本

斎

藤

繁

太

著

本
当
に
好
き
な
人
と
世
界
で
い
ち
ば
ん
幸
せ

に

な

る

!

石

井

希

尚

著

結

婚

が

こ

わ

い

香

山

リ

カ

著

平

家

物

語

図

典

五

味

文

彦

ほ

か

編

翠
義
経
の
合
戦
と
戦
略
菱
沼
一
憲
著

君
は
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
義
家
弘
介
著

決
定
版
日
全
国
水
族
柏
崎
ガ
イ
ド

中
村
元
著

殴
り
殺
さ
れ
る
覚
悟
で
書
い
た
親
日
宣

言

チ

ョ

・

ヨ
ン
ナ
ム
著

地
村
保
紳
な
お
強
く
地
村
保
ほ
か
著

地

銀

大

破

綻

須

田

慎

一

車

者

儲

け

方

入

門

堀

江

貴

文

著

仕
事
と
人
生
が
シ
ン
プ
ル
に
な
る
!
手
帳
と

ノ
ー
ト
魔
法
の
活
用
術
和
田
茂
夫
著

「
子
育
て
支
援
が
親
を
ダ
メ
に
す
る
」
な
ん

て

言

わ

せ

な

い

大

日

向

雅

美

著

お
墓
と
仏
壇
選
び
方
・
建
て
方
・
悶
り

方

主

婦

の

友

社

編

最

強

の

睡

眠

法

小

学

館

野
外
料
理
入
門
み
な
く
ち
な
ほ
こ
料
理

ふ
と
ら
な
い
お
菓
子
茨
木
く
み
子
著

絵
で
見
る
お
い
し
い
野
菜
の
見
分
け
方
・
育

て

方

武

田

健

著

小
さ
な
庭
の
デ
ザ
イ
ン
B
O
O
K癒
し
と
く

つ
ろ
ぎ
の
庭
ス
ペ
シ
ャ
ル
主
婦
と
生
活
社

イ
チ
ロ
1
2
6
2

シ
ア
ト
ル
タ
イ
ム
ズ
記
者
グ
ル
ー
プ
著

「
坂
の
上
の
雲
一
」
の
正
し
い
読
み
方北

影
撞
辛
著

蒼

青

磁

著

上
海
的
瞳

嫌
な
女
を
語
る
素
敵
な
言
葉

岩
井
志
麻
子
著

夜

夢

柴

田

よ

し

き

著

い

い

女

藤

本

ひ

と

み

著

傷

口

に

は

ウ

オ

ツ

カ

大

道

珠

貴

著

ユ
グ
ノ
1
の

呪

い

新

井

政

護

者

銭

売

り

寮

蔵

山

本

一

カ

著

黒

笑

小

説

東

野

圭

吾

著

幸

福

を

売

る

男

藤

田

宜

、

氷

著

暁

の

旅

人

吉

村

昭

著

袋

小

路

の

男

総

山

秋

子

著

た
そ
が
れ
男
と
え
、
枯
れ
女
三
浦
朱
門
著

空

耳

ア

ワ

ワ

阿

川

佐

和

子

著

パ
ン
ジ
ー
・
ジ
ャ
ン
プ
す
る
原
夏
美
著

ロ
ッ
テ
ィ
1

、
家
へ
帰
ろ
う

テ
け
(
-
ケ
イ
著

ヘ
新
着
本
は
、

8
月
始
め
に
ま
と
め
て
新
着
J

r

コ

ー

ナ

ー

に

出

し

ま

す

」

長
浜
図
書
館

る
る
ぶ
京
都
町

J
T
B
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

Z
O
O

乙
一
著

雨

と

夢

の

あ

と

に

柳

美

里

著

ナ
ラ
タ
l
ジ

ュ

島

本

理

生

著

古
文
書
は
こ
ん
な
に
面
白
い
油
井
宏
子
著

カ
ン
タ
ン
か
わ
い
い
窓
飾
り
を
川
倍
楽
し

む

本

岩

藤

し

お

い

編

著

す
ぐ
で
き
る
!
お
庖
や
さ
ん
小
物
グ
ツ
ズ

工
作
カ
タ
ロ
グ
い
し
か
わ
ま
り
こ
編
著

手
で
遊
ぶ
お
も
し
ろ
影
絵
ブ
ッ
ク

後

藤

圭

著

教
科
・
学
習
イ
ラ
ス
ト
カ
ッ
ト
集
中
学

年
用
イ
ト
ヒ
ロ
&
穴
O
仏

0
5
0
ω
E
e
o
著

教
科
・
学
習
イ
ラ
ス
ト
カ
ッ
ト
集
高
学

年
用
イ
ト
ヒ
ロ
&
同
O門
H
O
B
o
ω
Z門出
O
著

5
分
間
絵
手
紙
の
か
き
方

中
経
出
版
編
集
部
著

認
知
症
に
な
る
と
な
ぜ
「
不
可
解
な
行

動

」

を

と

る

の

か

加

藤

伸

司

著

夜

ふ

け

の

な

わ

と

び

林

真

理

子

著

三

味

線

ざ

ん

ま

い

群

ょ

う

こ

著

第

三

の

容

疑

者

小

杉

健

治

著

肱
川
図
書
館

頭
が
よ
く
な
る
必
殺
!
読
書
術

斎
藤
孝
著

家
族
は
チ
l
ム
だ
も
っ
と
会
話
を
し
ろ
!

斎
藤
孝
著

心
を
き
た
え
る
痛
快
1

言
い
わ
け
禁
止
塾

斎
藤
孝
著

絶
対
う
ま
く
い
く
魔
法
の
じ
ゅ
も
ん
「
心

・
技
・
体
」

1

斎
藤
孝
著

と

な

り

の

卜

ト

ロ

田

中

一

喜

著

う

た

え

ほ

ん

っ

ち

だ

よ

し

は

る

絵

学
校
の
七
不
思
議
日
本
民
話
の
会
編

保
健
室
の
ね
む
り
姫
日
本
民
話
の
会
編

知
育
伝
承
あ
そ
び
あ
や
と
り

ぎ
ょ
う
せ
い
編

蚕
か
ら
の
お
く
も
の

日
杢
具
綿
協
会
編

安
藤
由
希
著

中
野
順
子
編

真
綿

キ
ス

立
夏
の
た
ま
ご

【
休
館
日
】

毎
週
月
曜
日
・

8
月
汎
日

18一一一
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くらしの情報

森
林
経
営
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
募
集

愛
媛
県
で
は
、
森
林
経
営
へ
の
新

規
参
入
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
意

欲
的
な
森
林
経
営
者
の
育
成
を
目
的

と
し
て
森
林
経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

期

間

第
l
回
9
月

7
日
1
ロ
月

7
日
(
全
7
回
)

場

所

愛
媛
県
林
業
技
術
セ
ン

タ
ー

(
久
万
高
原
町
)
ほ
か

対

象

①
森
林
所
有
者
(
そ
の
子

弟
を
含
む
)

②
森
林
の
管
理
、
経
営
に

関
心
の
あ
る
人

③
①
ま
た
は
②
に
該
当
す

る
人
で

7
回
の
セ
ミ
ナ
ー

お
お
む
ね
継
続
し
て
出
席

で
き
る
人

定

員

県
下
で
日
人
(
先
着
順
)

受
講
料

無
料
(
た
だ
し
、
交
通
費

や
食
費
は
受
講
者
の
負
担
)

申
し
込
み
先

本
庁
農
林
水
産
課
農

林
構
造
改
善
係

包
⑫
2
1
1
1
(内
線
2
2
7
)

恩
給

・
共
済
年
金
担
保
融
資
制
度

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、
恩
給
・

共
済
年
金
を
担
保
と
し
て
、
事
業
資
金

や
住
宅
・

レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
消
費
資
金

を
融
資
す
る
「
恩
給
・
共
済
年
金
担
保

融
資
制
度
」
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け

し
て
い
ま
す
。

簡
単
な
手
続
き
で
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

融
資
額

恩
給
・
共
済
年
金
な
ど
の
受

給
者
1
人
に
つ
き
2
5
0
万
円
以
内
。

た
だ
し
、
支
給
年
額
の

3
年
分
以
内
に

な
り
ま
す
。
(
融
資
限
度
額
の
範
囲
内

で
あ
れ
ば
、
追
加
の
申
し
込
み
も
で
き

ま
す
)

利
率

年
0
・6
0
%
(固
定
金
利
)

(5
月
日
日
現
在
)

返
済
方
法

公
庫
が
裁
定
庁
か
ら
思

給
な
ど
の
給
与
金
を
直
接
受
け
取
り
ま

す
の
で
、
完
済
す
る
ま
で
は
受
給
で
き

ま
せ
ん
。

保
証

連
帯
保
証
人
l
人
以
上
(恩
給
・

共
済
年
金
な
ど
の
証
書
を
預
か
り
ま

す
)

問
い
合
わ
せ
先

国
民
生
活
金
融
公

庫
松
山
支
店
(
松
山
市
三
番
町
)

8
0
8
9
・9
4
1
・6
1
4
8

「子
ど
も
の
人
権
問
題
に
関
す
る

ロ
時
間
電
話
相
談
」
開
設

相
談
内
容

い
じ
め
・
体
罰
・
児
童
虐

待
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
問
題
に
関
す

る
あ
ら
ゆ
る
相
談
(
予
約
不
要
・
無
料
・

秘
密
厳
守
)

日
時

7
月
初
日
(
火
)

午
前
9
時
1
午
後
9
時

電
話
番
号

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
(
通
話
料
無
料
)

8
0
1
2
0
・0
2
5
・5
5
0

※
携
帯
電
話
か
ら
の
相
談
も
可
能

相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
、
弁

護
士
資
格
の
あ
る
人
権
擁
護
委
員
、
法

務
局
職
員

主
催

松
山
地
方
法
務
局
、
愛
媛
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会

検
察
審
査
会
制
度
の
お
知
ら
せ

交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
、
犯
罪
の
被

害
に
あ
っ
て
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た

け
れ
ど
も
検
察
官
が
犯
人
を
起
訴
し
て

く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
不

起
訴
処
分
の
よ
し
あ
し
を
審
査
す
る
の

が
検
察
審
査
会
で
す
。
審
査
の
相
談
や

申
立
て
に
つ
い
て
の
費
用
は
一
切
無
料

で
、
秘
密
は
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
検
察
審
査
会

事
務
局
(
松
山
地
方
裁
判
所
大
洲
支
部

内
)
包
⑮
2
0
3
8

「
予
讃
線
海
岸
線
回
り

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
入
賞
作
品
展

予
讃
線
海
岸
田
り
線
(
双
海

1
長
浜

1
大
洲
)
は
、
海
・
山
・
川
の
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
、
四
季
折
々
の
美
し
い

風
景
は
人
び
と
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
美
し
い
海
岸
回
り
の
鉄
道
を

テ
1
マ
と
し
た
風
景
と
3
月
に
開
催
さ

れ
た
「
し
お
か
ぜ
ウ
ォ

l
ク
な
の
は
な

大
会
」
模
様
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入

賞
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

-
8
月
4
日
(
木
)
1
8
月
刊
は
日
(
金
)

大
洲
市
長
浜
ふ
れ
あ
い
会
館

-
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

g

@
1
2
1
0
 

午
前
8
時
叩
分

1
午
後
5
時

休
館
日

月
曜
・
祝
日

-
8
月
げ
日
(
水
)
1
8
月
初
日
(
金
)

大
洲
市
中
央
公
民
館
2
階
ロ
ビ
l

包
⑫
3
1
6
1

午
前
8
時
叩
分
1
午
後
日
時

ピ
ア
ノ
田
部
京
子
&
日
本
フ
ィ
ル
弦
楽

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト

出
夏
休
み
親
と
子
の

コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

8
月
7
日
(
日
)

開
場

午
後
6
時
却
分

開

演

午

後

7
時

入
場
料

前
売
券
l
，

0
0
0
円

当
日
券
l
，

5
0
0
円

チ
ケ
ッ
ト
取
扱

大
洲
市
教
育
委
員

会、

旧
市
内
公
民
館
、

小・

中
学
校
、

親
子
で
よ
い
音
楽
を
き
く
会

|救急当審病院 I

宮)

曜日によって救急当番病院は変わります。
昼間 ・夜間の急患など、ご相談は、その日の
当番病院まで。

市立大洲病院(西大 洲 )
ft 24 -2151 

加戸病
ft 24 -5101 

大洲記念病院(徳
ft 25 -2022 

大洲中央病院(東大掛1)
ft 24 -4551 

-・・=配当"~i，f三J: 1íφE主ti]F~
浜)

かわぱた産婦人科(東大掛り
まま 23- 1103 

科(長菊地内
ft 52一0209

8月7日(日)

月 ・火曜日
8月14日(日)

森)

院(若
日

日

曜

曜

水

木

谷)中村皮フ科クリニック(新
宮 25- 1112 

8月21日(日)

今月の納期

市県民 税 (2期}

国民健康保険税 (2期)

介 護 保険料 (2期)

納期限は8月31日です。
金~日曜日

森)みやうち医院(徳
ft 25 -2333 

8月28日(日)

手見 Zリ 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

市 県 民 税(5期) 1期 2期 3期 4期 5期

固定 資 産税(5期) 1期 2期 3期 4期 5期

軽自動車税(全期) 全期

国民健康保険税(9期) 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

介 護保険料(9期) 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

大洲市内の交通事故

6月末
昨年同期

現在

件 数 170 148 

負傷者 225 194 

死 者 3 2 

一一一ー 19



中江藤剛フォーラ心 2005・末洲

【開催テーマ】中江藤樹に学ぶ 日本人としての生き方

大洲の先哲、藤樹先生の生き方とは! 今、人として、

親としての生き方を考えるフォーラムです。

市民の皆さんのご参加をお待ちしています。

開催日 8月20日仕)・ 21日(日)

会場 大洲市民会館

日程 <<20 日(土j 大ホール午後 1 時~>>

・アトラクシ』ン

(映画「中江藤樹」、大洲少年少女合唱団の合唱)

・講 演 [演題] I中江藤樹のカウンセリング」

【講師]東洋大学教授吉田公平先生

<<21 日旧)中ホール午前 8 時30分~>

・小学生意見発表会 「家族について考える」

-学校経営発表大洲小学校長土居義彦先生

「藤樹先生の教えと学校経営」

・講演 [演題] I淵岡山入門の背景についてj

[講師]高島市中江藤樹記念館

館長中江 彰先 生

[申し込み・問い合わせ先]

大洲市教育委員会 学校教育課

中江藤樹フォーラム係

宮 24-1733・FAX23-5484

大洲の野F鳥 No.7

肱川あらし実行委員会では、長浜特有の季節の風物詩

「肱川あらしJの発生する初日を予想していただく「発生

初日当てクイズ」を次のとおり実施します。
この肱川あらしは、秋から冬にかけて霧を伴った冷気風

が肱川上流から伊予灘へ吹き出すという世界的にも珍し

い自然現象です。委員会では、霧を伴った冷気風が伊予灘

へ吹き出す現象が午前 7時から午前 7時半までの聞に長

浜大橋地点で確認できる最初の日を「発生初日Jと定義づ
けていますので、皆さん奮ってクイズにご応募ください。

8 月 1 日 ~9 月 21 日(当日消印有効)

官製はがきに肱川あらしの発生初日予想日「平

成17年O年O日Jと、郵便番号・住所・氏名・
年齢・電話番号を明記して、以下のところま

でご応募ください。(1人 l通限り)

正解者の中から抽選で20人に、長浜町内の食

事券(5千円相当)または特産品などを贈呈
します。応募者全員の中から30人に残念賞と

して特産品を贈呈します。

応募三間~J.合わせ先
〒799-3401 大洲市長浜甲480-3 
肱川あらし実行委員会(大洲市役所長浜支所企画商
工課内) 352-1111 (内線37・38・39)

セイタカシギ{文高齢}チドリ目セイタカシギ科全長 37cm

田植えの終わった水田などに少数が立ち寄ります。一昔前まで

は珍鳥中の珍鳥といわれていましたが、最近は毎年のように県内

でも記録があるようです。

体はハトくらいの大きさですが、名前のとおり足の長さはピカ

イチ。ほかのシギ類の倍くらいあります。テレビのコマーシャル

で美脚とか、足長スーツなどが出てきますが、白黒の体、ピンク

の長~い足のこの鳥を前にすると、勝負ありといった感じです。

田畑もずいぶん埋め立てられ、肩身の狭い思いをしていますが、

この先ずっと立ち寄れる環境を守っていきたい。(EN・絶滅危慎・

1・B類)

NPO法人 かわうそ復活プロジェクト@

人A
吐亡死+
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制
男
女

口人き動の民市測大....................j 
発行大淵市役所編集総務課 干ワ…1品開封..  

(平成17年6月30日現在) 面積 432.2knl 
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